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步̂

¥
め
る
励
カ)

で
あ
る
と
云
ふ
こ 

知
つ
|:
。
獨
立
t£
る
勞
働階 

辚
の
政
治
述
動
及
び
社
會
主
義
勞
働
政
馆
の
艰
認
さ
れ
得
る
の
11
此
>i 

地
ム
リ
し
て
で
め
つ
て
、
斷
じ
弋
他
の
见
地
ふ
リ
し
て
然
る
も
の
で
は 

な
い
。(1

五
〇
K
}
W

」

,此
種
の
穩
當
に
し
て
適
切
な
る
批
評
は
此
外
に
も
數
多 

|く
見
出
す
こ
.'£
が
出
來
；る「

の
で
あ
る
。
：

J
譯
者
小
島
氏
は
原
著
及
び
原
著
者
に
對
す
る
充
分
の 

敬
意
を
以
て
飜H

の
筆
を
執
つ
て
ゐ
る
。
氏
は
管
に
原 

文
の
字
句
に
忠
實
な
る
の
み
な
ら
す
，
序
文
の
中
に
原 

著
者
の
人
物
業
績
を
紹
介
し
"
更
に
十
四
與
に
亘
つ
て 

原
書
に
は
なS.

全
篇
の
梗
槪
を
揭
げ：

て
«
者
の
理
解
を 

肋
け
；ょ
ぅ
^
努
め
て
居
る
が
如
き
は
偶
々
圾
が
如
何
に 

ft
事
の
.爲
め
に
..勞
を
吝
し
ま
.ぬ
人
で
あ
■る
か
を
示
す
も 

0
で
.あ
る

O

三
西
豇
を
超
え
る
輝
文
の
中
に
は
稍
々
流 

暢
を
缺
く
か
^
思
は
れ
る
節
が
な
い
で
は
な
い
。
併
し 

評
者
は
屢
々
原
譯
兩
文
を
對
校
し
て
見
た
が
、
も
っ
€

.

I

?號

5
九



第

本

饴

(
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0) 

^

^

介

若

練

の

人

な

ら

ば

、

も

つ

i
分

か

レ

易

<
飜

,

し

た

か
 

も

知

れ

ぬ

ビ

云

ひ

#
る

個

處

は

あ

つ

て

も

、
:
ま
だ
明
か 

片

原

文

の

意

味

を

讓

り

傅

へ

：て

居

る

ど

云

a
得

る

個

處

_ 

に

は

出

逢

つ

て

思

な

い

の

で

あ

"る
。(

評

者

は

B
e
e
r
:

の

:
 

英

文

が

意

外

に

薇

ひ

に

易

く

P
ず

る

I:
0
い
も
の
で
あ 

石

こ

と

を

此

對

校

に

^
つ

て

發

見

し

た

じ

.た

V
些
か
失 

®
當

不

芷

爾

ど

孤

は

れ

る

譯

語

に

は

 
一
二
一
一
：
心
.
■

ぃ

た

の
 

が

あ

^
。
例
へ
ば
マ
ル
ク
ス

0
資

本

主

義

進

化

に

關

す 

る

學

說

を

紹

介

し

て

、

.資
本

論

の

.一
節

を

引

用

し

れ

中 

に

有

名

な

「

* 

資

本

主

義

的

私

有

財

產

の

死

の

鐘

は 

鳴

*
く

。

酷

被

者

が

酷

.使
さ

れ

る

の

だ

」
'(
ニ

九

頁

) 

く

云

ふ

；一

.節
が

あ

る

が

、
：：茲

1

ふ

®
使
者
及

び
酷
使 

の

原

：語
は
 

Ex
p
r
o
p
r
i
a
t
e
u
r 

及
び 

exproprliert 

で
評 

者
は
有
時
の
頃
ょ
ヶ
か

剝

奪

^

云

ふ

文

字

を

之

に

充

て 

S
居
る
：が

、.

高

烏

川

川

諸

氏

の

間

に

は

脒

に

收

骤

の

定 

E

語

が

あ

る

？ 

Z
れ

比

翁

て

他

人

の

財

產

を

奪

っ

：S

 

本

家

が

、
'
今

孩

は

自

分

が

典

}«
產
を
奪
は
：れ

る

の
意
味 

で

あ

^
か

ら

、

S
使

^
は

當

ら

打

い，0
定

靜

語

を

踏

數
 

す

る

の

容

易

に

し

て

且

つ

無

雛

な

る

に

は

如

か

ぬ

の

で

:

笫

ー

锶

1
K
0

あ
る
。
义
細
が
い
事
を
云
へ
ぱ
前
に
引
川
し
た
戈
ッ
ズ 

批
評
の

1
言
の
中
に

「

英
國
0
说
生
的
國
家
構
成
に
對 

す
る
窗
從
的
信
仰」

€
1ー4
ふ
句
が
あ
つ
た
が
、
此
所
謂
■ 

從
の
原
語
はimplicit ：

で
あ
る
か
ら
、
寧
ろ
不
言
裡
の 

:

信
仰
义
は
暗
默
裡
の
信
仰
ど
宏
ふ
程
の
意
哝
で
は
な

い 

か
S
思
ふ
◊
併
し
斯
ぅ
い
ふ
風
に
し
て
洗

立
て
れ
ば
.如 

何
な
る
老
大
ま
の
譁
文
中
に

も
誤H

め
る
事
は

免
れ
得 

:
«い
メ
右
の
如
き
揩
摘
は
決
し
て
本
書
全
體
の
評
偾
を 

動
か
す
も
の
で
な
い
事
は
特
に
明
記
し
て
置
き
度
い
の
，
 

で
あ
る

。
' 

.
右

の

外

に

固

有

名

詞

，
の

幾

音

に

不

疋

確

\£
思 

.は
れ
る
も
の
が
あ
る
の
に

1

一
三
心
着
い
た
。
元
來

外
國 

の
入
名
地
名
を
我
國
の
假
名
で
表
は
す
必
に
は
仰
も
始 

め
か
ら
無
迦
が
あ
る
の
で
評
者
も
规
令
過
ち
を
犯
丨
て 

來
た
が
、
併
し
猶
ほ
リ

J
セ
ス
タ
J (

L

A

O

^

C
。ホ
i 

ル
モ
.
1
ル

(Pali 

M'p
i
l

)

ジ

=-
?
> 

® 
ジ
ユー

ル(Jaures 
ン 

等
に
は
末
だ
改
善
の
：餘
地
が
あ
るビ

思
ふ
。
收
て
斯
る 

:

些
事
を
も
指
摘
す
る

0
は
，
譯
者
が
本
鐵
を
站
礎
ミ
し 

T

M
r.
原
著
の
，全
譯

〈

中
世
の
部
分
を
除
く

」

を
公
に
す 

へ
き
5:
.約
束
し
で

©

^
れ
る
か
じ

-
で
あ

.̂
o
本
書
は
观

形
の
儘
‘で
も
旣
に
充
分
識
者
の
歡
迎
に
値
す
る
も
の
で
れ
る
を
失
は
^
/
极
者
も
亦
我
が
國
现
行
エ
塲
法
の
缺 

J

が
' 

全
®
の
速
か
に
党
成
せ
：ん
事
の
M
に
.
1
:lt
望

:.
點
短
所
を
硏
酿
し
'、
こ
れ
が
革
新
改
善
の
術
策
を
擧
示 

ま
し
い
こ
艺
は
言
を
俟
た
ぬ

0
小
a
氏
の
努
力
を
.祈

る

せ

る

«
*
.述
で
あ
る
。
蘇
に
紹
介
せ
.んVJ
す

る「

勞
働 

所
以
で
.あ
.■る
。(

小
寒
信
三
'

)

. 

.

V

能
率
研
究」

は
そ
の
表
題
0
示
す
が
如
く
、
:|
:
場
管
1!
問 

;:
パ

ン

.
へ

 

.
 

.
1

題
の
核
心
れ
る
勞
働
能
率
じ
關
す
る
も
の
で
あ
つ
て
， 

.

.習
孝

5
'勞

働

能

轉

相

究

‘ 

' 

.

.

|

前
者
に
：關
聯
せ
る
特
殊
研
究
の
成
染
で
あ
る
。

:

:
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ぐ

.
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例
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|
;
.
十

ニ

見

.

一
.
氏
办
學
赙
は
旣
£
则
著
に
於
い
て
»
こ
れ
を
窺
ふ
こ

 ̂

30 

'
•十

0 

\

^
.が
、出
來
る
'
'の
.で
あ
.る
が
、
'吾
人
^
乙
の「

勢
働
能
率

:
! 

神
H

m
;—

店

刊

行

」

“

一
研
究」

の
冒
敗
の
ー
章
に
於
い
て
も
、
そ
の
來
物
を
正 

本
颦
の
襄
者
神
阳
孝
一
氏
，は
：

H

揚
營
现
法
は
關
す
る 

一
：

*
す
る
^

«
な
る
鶴
度
の
ー
_
を
知
る
こ
と
が
出
來
る 

齡
驗
チ
學
誠
ど
を
#
備
ぜ
.も
斯

界
0'
.第
一
人
者
で
•あ

0
み
な
f

、
幾
多
Q
f
f
i
要
.

3

る
：啓
示
を
蒙
る
.の
で
あ 

を

.0
-ソ
氏
は
；人
も
知
る
如
く
大
藏
：潘
»

«
勝
に
：あ
ト
て
'多

\

る
；。
實
に

料

學

的

瞥

现

：法
を
哉
み
六
る
も
の
は
資
本
主 

數
欢
女H

を
使
傭
す
る
煙
草H

場
の
：管

理

實

務

に

食

>

『

:'
,義
的
糈
神
で
あ
る
.
向
患g

爭
を
原
則
ビ
す
る
現
：代
库 

傍
ら
都
下
^
諸
校
に
於
i

t工
場
簪
现
法
の
講
座
を
擔|:

業
界
に
於
い
て
、
最
も
多
く
の
；利
.潤
欠
獲
得
せ
ん
が
穴 

常

ぜ)

尙
：ほ
激
務
の
餘
暇
を
以
っ
：て

太

著

：

「

實

踐

エ
^

\

め
に
は
勢
機
械
の
使
用
、
，原
料
：の
消
1
、

勞

働

：
の

.使

役 

管
1!」

.並
び
に「

日
本
エ
場
法§

働
保
譏」

の
兩
書
を
を
合
理
：化
せ
ん
こ
ビ
.を
必
：耍
年
す
る'0
こ
の
必
耍
に
_
 

公
刊
せ
^
る
。
：俞
者
に
對
し
セ
は
版
に
#
間
に
，定
評
あ
へv

ぃ
じ
て
生
れ
た
る
も
の
：
^
 

i

.

縱
合「

國
民
經
濟
雜
誌」

が
な
し
^

4
批
評
の
同
感
：
は
甑

^
商
：品
化
せ
ら
れ
て
ゐ
る
％

さ
ぅ
し
i

«

^

M
 

す
ベ
き
も
：の
な
き
^
あ
ら
t
.̂

す
る
も
猶
(1
-
ょ
く
權
威
ら
に

.機

械

'化

し

や

ぅ

S
す

る
®

が

勞

働

能*
間
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で

.
'
あ
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